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“́”（acent agud）は開長音を示すとされる。また、“`”（acent grave） は「アクセ
ント」を印したものであるという。そして、“~”（til, tild） については

































二 同じ語で異なった符合を施した例をひろえるもの。（mĩchi uò ／ mìchĩga
道を／道が）
三 長音符号のあるべき位置にあるもの。（mõtçu 舞うつ）
四 外来名 （chrĩstiani キリシタに）
五 大塚氏の翻字および註において氏が誤りと認めたもの。（ãque mai tomò
上げまいとも）











も指摘する。例えば “fodo”（程） は全て “fõdo” と “~” が付されるのに対して、
“nagara”（ながら）には “~” が付される例は一例もない。加えて、“nagare”（流












































（2)ａ 濁音前鼻音：tõga（科） [p. 14 l. 7]
ｂ 撥音の省略：võ cotocàri（御理） [p. 6 ll. 20-21]
ｃ 原語の省略：xp̃an（Christian） [p. 12 l. 32]
ｄ 上記3種に当てはまらないもの：caitõru（買い取る） [p. 60 l. 37]
ここでは “~” が日本語の濁音をあらわす子音字の前の母音字（4）に付されているも
のを、「濁音前鼻音」とみなす。「撥音の省略」はキリシタン・ローマ字資料で “n”



























































































































[p. 36 l. 26]
ｂ vonago（女子）
























の “-domo”（共）、助詞 “ga” といった不特定の語を前接して用いる用例も同様の理
由から除外する。これらを整理したものが以下の表である。なお、活用形について


















（4)ａ goxŏ（後生） [p. 12 l. 37]
ｂ goxo（後生） [p. 22 l. 8]
つまり “~” と同様に全く同様の環境であっても、長音符が付されていない例が存













































（5） 56. l. 9. xij tadaſu.l. xi tadaſu.（しい糺す l. し糺す） [p. 66 ll. 17-18]
とある。これは前者を後者へと修正することを指示したものであるが、実際の該当
箇所をみると “xii tãdaſu” （p. 56 l. 10）とある。つまり、修正のために抜き出した
際には “~” は付されていない。正誤表自体は “xii” から “xi” への修正を目的として






































が “~”、1例のみ “`” で書かれていた。
（6)ａ chôgui（調儀） [p. 20 l. 15]






（7)ａ sõ gozarẽba（さうござれば） [p. 54 l. 5]
ｂ nusũda（盗うだ） [p. 60 l. 37]
このように「濁音前の長音」環境で “~” が優先されるものは、全7例確認した（7）。
これについては、森孝宏（1973）で指摘されたような、長音符のみが来るべき箇所
に “~” が付される例を含めて説明できる。『さんげろく』でも長音符の箇所に “~”
が用いられる例が確認できる。これは表1で「上記以外」に分類したものの一部に
該当する。
（8)ａ mõſu（申す） [p. 8 l. 3]







いる13例の内「総別」の2例を除く11例は本来 “ˇ” や “́” で書かれる開長音の語で
ある点に注意したい（9）。このうちの “́” は “~” としばしば形状が類似する。
（申す） [p. 6 l. 23]
（ござれども） [p. 6 l. 35]
上が “́” で、下が “~” である。この2例の形状はかなり近似しているといえよう。
このような例を見ると “́” と “~” は視覚的に誤りやすかったことが疑われる（10）。
ちなみに「濁音前の長音」で “~” が付されている7例の内6例も本来オ段開長音、
1例がウ段長音の語で、いずれも “́” が用いられる環境である。これらを合せると











































意を払った。例えば qèixèi（13）（傾城）には二つの è のどれにもアクセ






































（10)ａ mõſu（申す） [p. 8 l. 3]












































（3） 小松英雄（2000 : 新装版 p. 6）






（7） chõdo（ちゃうど）[p. 8 l. 5], xõgun（将軍）[p. 18 l. 17], fiacuxõ domo（百姓ども）
[p. 20 ll. 7-8], jũgo rocũdo（十五六度）[p. 22 l. 39], sõ de（さうで）[p. 30 l. 3], sõ
gozarẽba（さうござれば）[p. 54 l. 5], nusũda（盗うだ）[p. 60 l. 37]
（8） mõsu（申す）[p. 8 l. 3], xõzuru（生ずる）[p. 8 l. 10], sõbet（総別）[p. 10 l. 12],
tamõ coto（給うこと）[p. 10 l. 16], sõ suru（さうする）[p. 26 l. 8], vxinauõ to（失は
うと）[p. 26 l. 13], caburõ ichigo（被らう 一期）[p. 26 l. 25], torõ tote（とらうと
て）[p. 26 l. 28], feifõ no（兵法の）[p. 34 l. 1], nhŏbõ vo（女房を）[p. 36 l. 2], sõbet





（10） この逆となる “~” を “́” に誤ったともとれる例も二例見られる。








（13） 訳文ではこの個所は “qèi èi” とされている。原文に “qèixèi” とあることから誤植と
判断し、修正した。
（14） nẽn（年）[p. 4 l. 11], fiſsòcu nĩ iotte（逼塞によって）[p. 4 l. 13], võ mizzu（お水）
[p. 4 l. 17], maràxitẽ màta（まらして また）[p. 4 l. 31], mĩcãguitte（見限って）[p.
18 l. 11], nozòmĩ no（望みの）[p. 22 l. 4]1, qi nĩ ſavàtte（気に障って）[p. 22 l. 20],
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nĩsando（二・三度）[p. 24 l. 1], nõchi（後）[p. 24 l. 33], marẽ ni（稀に）[p. 26 l. 10],
aitẽ ni（相手に）[p. 26 l. 23], sarĩ nagara（さりながら）[p. 28 l. 1], uòqĩ maraſuru
（置きまらする）[p. 40 l. 15], fomẽraruru（褒めらるる）[p. 40 l. 20], xĩnjit（真実）
[p. 42 l. 31], iranu cavo xitẽ mono vo（知らぬ顔してものを）[p. 50 l. 1], xtõmùru（止
むる）[p. 50 l. 21], ichĩ dõ nì（一度に）[p. 58 l. 33], cãmi（神）[p. 60 l. 1], nĩ moìe
（に 燃え）[p. 60 l. 8], nãca（仲）[p. 62 l. 19], mãraſuru（まらする）[p. 62 l. 37]
（15） vo cõto（お事）[p. 6 l. 10], meſarẽta（めされた）[p. 26 l. 3], cõto（事）[p. 28 l.
23], maraxĩta（まらした）[p. 36 l. 6], tõdõqeĩde（とどけいで）[p. 38 l. 29], vomoi
ĩtasaĩde（思い致さいで）[p. 22 l. 34], gentio dẽra（ゼンチョ寺）[p. 20 l. 16], tòqĩ ua
（時は）[p. 14 l. 31], sãzzucãtte（授かって）[p. 12 l. 39], fucaĩ toga（深い科）[p. 58 l.
27], võtòco（男）[p. 38 l. 36], caitõru（買い取る）[p. 60 l. 37], macãri iru（まかりい
る）[p. 22 l. 15], cãiesaĩde（返さいで）[p. 60 l. 39], ãzzuqẽte（あずけて）[p. 48 l.
23], tçucamatçurãidẽ, gozaru（仕らいで、ござる）[p. 16 l. 2]
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